
広報

(7/30・大村公園内)

大村とゆかりの深いポルトガル国立文化セン
のだて

タ一一行約30人ガ大村を訪問、野点などで交流

を深めまし疋。

来年の日本ポルトガル友好450年祭を記念

して、日本の現状、文化などの研究、:)(:流を深

めるだめ来日され疋ものです。

野点は大村公園・板穀やぐら前で行われ¥宗

偏流の野村代表らが茶の作法などを教示¥一行

は興昧深く耳を傾けながら伝統のお茶を体験、

用意されだ色紙に俳句を認んだ、り、お点前を見

学されるなど日本文化を楽しまれましだ。

~芝、天正夢広場や森園公園の天正遣欧少年

使節像なども視察された。
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第
何
回
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
は

8
月
?
白

か
ら

3
日
ま
で
行
わ
れ
¥
お
お
む
ら
の
夜
は
ま

つ
り
一
色
、

3
巴
間
約
加
万
人
(
主
催
者
発
表
)

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。

8
月
?
臼
の
宵
ま
つ
り
で
は
¥
臼
島
大
ガ
、
ガ

り
火
や
夜
空
に
花
を
咲
か
せ
た

6
0
0
0発
の

花
火
に
大
き
な
歓
声
、ガ
上
が
っ
て
い
ま
し
定
。

2
日・

3
日
は
本
ま
つ
り
¥
市
道
大
村
駅
前

線
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
民
の
無
事
を
祈
つ
だ

市
内
お
神
社
合
同
に
よ
る
夏
越
大
祭
や
チ
ピ
ッ

コ
相
撲
大
会
、
ゆ
か
芝
納
涼
コ
ン
テ
ス
ト
¥
太

黒丸踊り

鼓
フ
工
ス
テ
ィ
パ
ル
¥
つ
な
引
き
大
会
、
夏
越

玉
替
、
ミ
ュ
ー
ジ
川
ノ
ク
フ
工
ス
タ
¥
叉
ロ
チ
ー
ム

趣
向
を
凝
ら
し
芝
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
¥
多
彩
な
催
し
で
ま
つ
り
会
場
は
最
高
潮
。

ま
芝
、
今
回
は
郷
土
芸
能
で
あ
る
黒
丸
踊
り
¥

水
主
町
コ
ッ
コ
デ
シ
ヨ
も
出
演
、
ま
つ
り
を
一

層
盛
り
上
げ
ま
し
疋
。

共
に
創
り
、
共
に
楽
し
め
る
ま
つ
り
を
目
指

し
た
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
し
。
市
民
総
参
加

の
ま
つ
り
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

パ
ー
リ
円
以
十
は
じ
れ
l
u
リ
品
川
吋
ィ
ヤ
ガ
ラ

J
J

一、〈
'
t

( 

I( 

(( 

広報おおむら平成 4年 9月号

第四国おおむら

かえましょう、かえましょう/夏越玉替

チビッ子、ファミリ一、大人の部が行わ

れたゆかた納涼コンテスト 。ゆかた姿が

かわいいですね。

子供たちに人気のたのしか広場

ゆかたがお似合いですね。大村、諌早の17チームが参加して
の「ちび?っ子相撲大会」力強い取り

口に声援が飛び交います。

(松原・八幡神社)

市内25神社合同による夏越大祭
民

もうおなじみのくじら太鼓やホーク太鼓などが

出演した太鼓フェスティバル。

祭りに太鼓は欠かせません。

力と力の競いあい。応援にも力が入ったつなヨ|き大会。

湯布院の源流太鼓も友情出演水主町コッコデショ
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本
格
化
し
た
経
済
交
滅

H
上
海
市
で
合
作
会
社
開
業
H

上
海
市
の
国
営
農
場

・
前
衛
実

業
総
公
司
と
富
の
原
の
農
産
加
工

メ
ー
カ
ー
大
成
物
産
と
の
合
作
合

資
会
社
の
開
業
式
典
が
、
」
の
ほ
ど

上
海
市
で
行
わ
れ
、
日
中
間
の
本

格
的
な
経
済
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
田
年
8
月
、
中
国
・
上
海

県
と
大
村
市
が
友
好
都
市
と
な
っ

て
以
来
、
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
親

善
試
合
、
西
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

派
遣
、

吉
原
工
業

へ
の
産
業
技
術

研
修
生
の
受
け
入
れ
、
ま
た
、
大

村
市
日
中
交
流
研
究
会
が
上
海
市

に
作
っ
た
「
交
流
み
か
ん
園
」
な

ど
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
農
業
な

ど
で
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
合
作
会
社
の
開
業
に
は
な

お
一
層
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

開
業
式
は
、
上
海
市
で
も
最
大

規
模
を
誇
る
国
営
農
場
て
行
わ
れ
、

公
式
訪
問
団
と
し
て
松
本
市
長
を

は
じ
め
大
成
物
産
の
岩
永
社
長
、

合作合資会社の開業を祝った式典(6/26・上海にて)

山
口
副
議
長
ら
が
出
席
。

両
国
の
国
旗
掲
揚
や
テ
l
プ
カ

ッ
ト
、
記
念
植
樹
な
ど
で
開
業
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
限
り
な

い
友
好

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

記
念
植
樹
す
る
松
本
市
長
畑
ら

世
界
を
舞
う
黒
丸
蹄

H
海
外
ヘ
初
遠
征
H

5
月
日
日
か
ら
8
月
日
日
ま
で

イ
タ
リ
ア
・
ジ
エ
ノ
ヴ
ァ
市
で
開

催
さ
れ
た
「
国
際
船
と
海
の
博
覧

会
L

に、

5
0
0
年
以
上
の
伝
統

を
も
っ
「
黒
丸
踊
」
が
出
演
、
郷

土
芸
能
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

博
覧
会
に
は
、
米
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
中
固
な
ど
刊
か
国
以
上
が
参

加
。
各
国
の
特
色
の
あ
る
国
際
船

な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
米
国
、
イ

タ
リ
ア
、
日
本
が
い
ろ
ん
な
催
し

を
行
い
、
博
覧
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

黒
丸
踊
は
、
寿
古
踊
、
沖
田
踊

と
並
ぶ
郡
三
一
踊
と
し
て
知
ら
れ
、

特
に
、
大
き
な
花
輪
の
舞
、
歌
舞
伎

を
思
わ
せ
る
小
踊
り
は
雄
荘
で
、

大
阪
で
聞
か
れ
た
W
御
堂
筋
パ
レ

ー
ド
な
ど
に
も
出
演
、
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

三
踊
と
も
県
無
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
初
め
て
海
外
遠
征
を
果
た

し
た
黒
丸
踊
、
世
界
の
黒
丸
踊
と

し
て
期
待
が
で
き
そ
う
で
す
。
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φ市制施行50周年記念
広報おおむら平成 4年 9月号

海の声yy聴こえますか
閉
園
V
『
海
/
よ

a'
s現代
に

=盆固岡簡位窃邸フ~ロ号ム'@包=

10111 B帰IIU夜祭
・大村湾クルージング
午前9時出航

-前夜祭
午後4時開場 5時開演 市民会館

①加山雄三トークショー
海をこよなく愛する加山雄三さんの

素敵なトークにピアノの弾き語りを

交えながら海について考えます。

大村少年合唱団も出演します。

②ウエルカムパーティー
午後7時長崎インターナショナルホテル

10112 B(i))アォーラム

雄三氏加山

長崎県・大村市・大村湾をきれいにする会

市環境衛生課 (ft@4111)

主催

事務局

o 

野中ともよ氏

市民会館・大村湾内船上・ハウステンポス

①開会式 午前10時~
総合司会 野中ともよ氏

(元NHKキャスター)
②基調講演午前10時45分~

有吉敏彦氏(長崎大学教授・
長崎県公害対策審議会会長)

③特別講演午後 1時~
加山雄三氏(俳優)

④フォーラム午後 2時15分~

コーディオ、ーター伊東和明氏
(NHK解説委員)

伊東和明氏

市
制
施
行
切
周
年
記
念
事
業

お
お
む
ら
ハ
イ
テ
ク
・
物
産
フ
ェ
ア

=技術のまちをめざして=
皆7んふ) iマ参加1マ(rJ7、、

期日 10月3日(土)…午前10時~午後5時
10月4日(日)…午前9時~午後5時

基
調
講
演

・
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
員
に
よ
る

一
人

一
技
の
研
究
発
表
、
展
示

・
C
A
D
先
端
技
術
発
表
、
展
示

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開

ハ
イ
テ
ク
等
製
品
展
示

・
市
内
企
業
の
製
品
を
展
示

先
端
技
術
体
験

-
ソ
ー
ラ
ー
カ

l
の
試
乗
体
験

・
ホ

l
パ
!
ク
ラ
フ
ト
試
乗
体
験

.
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
試
写
会

-
V
R
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
技
術
体

験
・
人
体
計
測
技
術
体
験

.
フ
ァ
ジ
ィ
制
御
の
パ
チ
ン
コ

・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
品
試

K
 

4
E
 

-
そ
の
他

ハ
イ
テ
ク
と
歴
史
技
術
展

・
長
岡
半
太
郎
か
ら
半
導
体

物
産
展
示
、
即
売

・
市
内
企
業
等
物
産
品
展
示
、
即

売そ
の
ほ
か
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
も
の
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

生
の
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

市
内
の
工
業
製
品
な
ど
を
自
分
の

目
で
見
て
確
か
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の
参
考
に

な
る
こ
と
は
請
け
合
い
で
す
。

※
交
通
機
関
:
・
当
日
は
、
大
村
パ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
会
場
ま
で
、

シ
ャ
ト
ル
パ
ス
(
無
料
)
を
随

時
運
行
し
ま
す
。
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カメラ

スポット

Aゆかりの地を訪問
(8/4・市役所)

ポルトガルの民間友好使節団ガ8月4目、
松本市長を表叡訪問しました。

皆さんは、ジョ戸ン・コルテスさん (26)
をリーダーとする6人の青年、ポルトガル船
の種子島漂着から来年で450年になるのを記会
し、ゆかりの地を訪問されています。

天正遣欧使節でゆかりの深いポルトガルと

大村、一昨年も少年使節ガヨ一口ツ/てを訪問

しており、松本市長は、なあ一層の友安j-:Q流

を深めだいと話しまし疋。

ポルトガルでは来年、国家行事として「大

航海時代記会事業」ガ開かれるそうです。

l
fL小
，

引
μ
nH
1
41
'レ

罰

事

献
し
認

1
1i
t
t
帝
山下

1

h
F
親
睦
深
め
る
大
村
・
鹿
島

(
8
/
9
・
市
民
体
育
館
)

国
道

4
4
4号
の
早
期
開
通
を
目
指
し
運
動
を
進

め
て
い
る
、
大
村
・
鹿
島
市
の
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
ガ

8
月
9
目
、
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
だ
。

今
回
で

8
回
目
を
迎
え
た
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
。
両
市
か
ら
選
抜
さ
れ
疋
小
学
生
、
中
学
生
¥
婦

人
の
部
の
位
チ
ー
ム
ガ
参
加
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
だ
。

ま
芝
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
つ
な
引
き
ゲ

ー
ム
も
行
わ
れ
¥
両
市
聞
の
親
睦
を
な
お
一
層
深
め

て
い
ま
す
。

f)) 

Aみるみるきれいに・スッキリと/
(8/9・大上戸川付近ほか)

私疋ちの美しい郷工から、ごみや空き缶、

雑草などを無くそうと8月9目、市内一斉に

市民大清掃ガ行われまし定。

中には、背丈ほどもある雑草もあり刈り取

り作業も大変、でも、町並みや公園、河川な

どみるみるうちにきれいに、スッキリとなり

ましだ。

市民の皆さん、早朝から本当にご苦労様で

しだ。

V園児に影給プレゼント
(7/28・中地区公民館)

放虎原小学校の影給クラブ(吉田泰博先生・

8人〉は7月28巴、中地区公民館で中央保育
所の園児に影絵会をプレゼントしまし定。

この影総クラブは4年生以上の女子で構成。
?枚?枚の給がていねいに切りぬいてあり¥

スクリーンに写る影絵は目を見張るものがあ

ります。

園児たちは、お姉さんだちの語りと美しい

影絵に¥静かにそして熱山に見入っていまし

だ。

広報おおむら平成 4年 9月号

/ 

大
村
市
役
所
の
土
曜
閉
庁

9
月
は
、
ロ
日
(
第
2
)
・
お
日
(
第
4
)
が

休
み
で
す

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
¥
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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パ
i
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
巴

ご
協
力
く
だ
さ
い

長
崎
県
、
大
村
市
で
は
、
9
月

下
旬
か
ら
叩
月
上
旬
に
か
け
て
、

バ

l
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
交
通
の
主
体
で

あ
る
人
(
パ

l
ソ
ン
)
の
動
き
(
ト

リ
ッ
プ
)
を
調
査
員
証
明
書
を
持

っ
た
調
査
員
が
家
庭
訪
問
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
で
調
査
す
る
も
の

で
す
。

調
査
結
果
は
、
将
来
の
都
市
交

通
施
策
の
展
開
の
た
め
の
重
要
な

デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。
調
査
の
対

象
に
な
ら
れ
た
人
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市

内
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
3

6
0
世
帯
の
方
々
で
、
そ
の
世
帯

の
5
歳
以
上
の
方
全
員
を
対
象
に

調
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
都
市
計
画
課

(
宮
③
4
1
1
1
内
線
4
3
0
)

ま
た
は
県
都
市
計
画
課
(
宮
0
9

5
8
@
1
1
1
1
)
 

運
転
免
許
事
務

毎
週
土
曜
日
は
休
み
で
す

運
転
免
許
事
務
の
受
付
日
が
変

わ
り
ま
す
。

平
成
4
年
8
月
日
日
か
ら
、
県

職
員
の
完
全
週
休
二
日
制
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

運
転
免
許
(
免
許
試
験
・
更
新
・

再
交
付
等
)
の
受
付
事
務
も
、

警

察
署
・
免
許
試
験
場
と
も
に
毎
週

土
曜
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
免
許
試
験
場
で
は
、

日
曜
日
の
更
新
窓
口
事
務
(
午
前
・

午
後
各
1
回
)
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
運
転
免
許
試
験

場

(
宮
@

6
1
3
2
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
)

-
大
村
警
察
署
(
宮
代
表
@
3
1

2
6
交
通
課
)

-
大
村
市
交
通
安
全
協
会
(
宮
@

9
8
8
9
)
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
統
計
調
査

l
m
月
1
日
現
在
で
実
施
し
ま
す

l

商
業
統
計
講
査
二
般
一
飲
食
底
)
お
よ
び

商
業
実
態
基
本
調
査

商
業
統
計
調
査
(
一
般
飲
食
庖
)

は
、
わ
が
国
の
飲
食
店
の
構
造
お

よ
び
販
売
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
結
果
は
、
飲
食
庖
の

育
成
策
や
経
営
指
針
を
作
る
際
に

広
く
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
業
実
態
基
本
調
査
は
、

商
業
を
営
む
企
業
の
経
営
の
実
態

就
業
構
造
基
本
調
査

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
就
業

・
不
就
業
な
ど
の
実
態
を

詳
し
く
把
握
し
て
、
国
や
地
方
の

雇
用
に
関
す
る
政
策
を
立
案
し、

推
進
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
基

礎
資
料
と
な
る
統
計
を
作
る
た
め

に
、
全
国
的
規
模
で
行
わ
れ
る
調

査
で
す
。

大
村
市
で
は
約
4
2
0
世
帯
が

一
定
の
方
法
に
よ
り
選
ば
れ
ま
す
。

を
明
ら
か
に
し
、
中
小
商
業
施
策

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
重
要
な
調
査
で
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数
で
す

が
、
調
査
員
が
9
月
下
旬
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

(
通
商
産
業
省
)

選
ば
れ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員
が

9
月
下
旬
か
ら
お
伺
レ
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
総
務
庁
統
計
局
)

プライバシーは守られます。

《
V

《
V

《
V

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
個
人
や
世
帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
あ

り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
企
画
調
整
課
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国

民

年

金

Q
& 

A 

図
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

何
年
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
?

-E圃老
齢

基
礎
年
金
は
、

一
Aa--
-
E
E圃

原
則
と
し
て
お
年
以
上

の
受
給
資
格
期
聞
を
満
た
し
た
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な

る
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
保
険
料
納
付
済
期
間

②
保
険
料
免
除
期
間

③
次
の
合
算
対
象
期
間

④
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
妻
(
昭
和
初

年
4
月

l
m年
3
月
)

@
字
生
(
昭
和
初
年
4
月
1
平
成

3
年
3
月
)

。
厚
生
年
金
脱
退
手
当
金
を
受
給

し
た
期
間
(
昭
和
初
年
4
月
i
)

@
初

1
ω
歳
の
聞
で
外
国
に
移
住

し
て
い
た
期
間
(
昭
和
初
年
4

月
1
)

上野利美さんの作品(松並2丁目)

い
っ
ぱ
い
取
れ
た
よ

※
合
算
対
象
期
間
は
年
金
額
に
は

計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
年
金
係
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

H
H

ご
存
じ
で
す
か

?
l

「
お
年
間
保
険
料
を
納
め
れ
ば

あ
と
は
か
け
な
く
て
も
よ
い
」
と

い
う
話
を
さ
れ
る
人
が
い
ま
す
が
、

お
年
と
は
年
金
を
受
け
る
た
め
に

最
低
必
要
な
期
間
の
、
」
と
で
あ
り
、

満
額
を
受
け
ら
れ
る
期
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

原
則
と
し
て

m
i
ω歳
ま
で
は

年
金
に
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
途
中
で
希
望
に
よ

る
脱
退
は
で
き
ま
せ
ん
。

ω年
で

満
額
が
受
給
で
き
ま
す
の
で
、
も

し
未
納
期
聞
が
あ
れ
ば
そ
の
分
だ

け
将
来
の
年
金
が
減
額
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
疲
労
回
復

一
日
の
疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち

に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

疲
労
が
重
な
る
と
お
も
わ
向
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
疲
れ
た

ら
入
浴
や
軽
い
運
動
で
心
身
の
緊

張
を
は
や
し
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
の

が
い
ち
ば
ん
の
疲
労
回
復
法
で
す
。

安
眠
の
条
件

①
寝
る
前
3
時
間
は
も
の
を
食
べ

な
し
。

②
軽
い
運
動
で
、

寝
る
前
に
体
の

筋
肉
の
緊
張
を
は
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

③
寝
る
前
に
は
、
頭
を
使
い
す
ぎ

な
い
よ
う
に
。

④
過
ぎ
去
っ

た
こ
と
に
ク
ヨ
ク
ヨ

し
た
り
、
と
り
こ
し
苦
労
を
し
な

⑤
枕
や
ふ
と
ん
は
週
1
同
は
日
光

に
あ
て
清
潔
に
。

⑥
寝
室
は
外
部
の
音
や
明
か
り
を

遮
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
6
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

，、.，、、，
L
よ
正ー
は
ま
車

l
急
用
救

利

昭
和
お
年
に
救
急
活
動
が
消
防

の
業
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
以
来
、

救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
増
加
し

て
お
り
、
平
成
3
年
中
の
県
下
の

出
動
件
数
は
2
万
8
、
6
0
9
件
、

こ
れ
は
日
分
に
1
回
の
割
合
で
出

動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
患
者
の
救
命
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
平
成
3
年
8
月
日
日

に
救
急
救
命
士
法
が
施
行
さ
れ
、

9月9日
9月6日""'12日

救急の日

救急医療週間

平
成
4
年
5
月
に
は
救
急
救
命
士

が
誕
生
し
・手
品
し
た
。

救
急
救
命
士
は
国
家
試
験
制
度

で
、
今
ま
で
よ
り
高
度
な
応
急
処

置
を
施
す
、
」
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
救
急
車
の
乱
用
で
、

緊
急
性
の
あ
る
重
大
な
救
急
患
者

が
発
生
し
て
も
応
急
処
置
が
遅
れ

た
の
で
は
、
救
命
率
を
半
減
さ
せ

大
切
な
生
命
を
失
う
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

障

害

を

超
え
る
フ
ァ
イ
ト
は
我
社
の
宝

H
9月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

H

今
年
は

「障
害
者
の
完
全
な
る

社
会
参
加
と
平
等
」
を
う
た
っ
た

国
際
障
害
者
年
刊
年
の
最
終
年
に

あ
た
り
ま
す
。

障
害
者
が
ご
く
自
然
に
健
常
者

と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積

極
的
に
参
加
で
き
る
社
会
を
つ
く

り
だ
し
ま
し
ょ
う
。

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
職

場
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
社
会
全

体
の
責
務
で
す
。
1
人
で
も
多
く

の
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
事
業

主
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
工
夫
を
お

願
い
し
ま
す
。

労
働
省
、
障
害
者
雇
用
促
進
協

会
な
ど
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
を

平
成
3
年
中
に
紋
急
車
を
利
用

し
た
人
の
約
初
%
は
軽
症
の
患
者

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
自
家
用

車
や
は
か
の
交
通
機
関
を
利
用
で

き
る
人
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

も
し
も
救
急
車
が
必
要
な
場
合

は
、
あ
わ
て
ず

・
正
確
に
1
1
9

番
へ
通
報
出
来
る
よ
う
に
日
ご
ろ

か
ら
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
救
急
車
を
呼
ぶ
ま
で
も

な
い
が
最
寄
り
の
病
院
な
ど
を
知

り
た
い
と
き
や
、
休
日
、
夜
間
な

ど
に
診
療
し
て
く
れ
る
病
院
な
ど

を
知
り
た
い
と
き
は
、
地
域
情
報

セ
ン
タ
ー

(
消
防
署
宮
@

8
1
9

9
)
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
機
に
、
救
急
車
の
正
し

い
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
う

一
度

皆
さ
ん
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
心
が
け
一
っ
て
尊
い

生
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係
)
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促
進
す
る
た
め
、
各
種
の
援
護
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
大
村
公
共
職
業
安
定

所

(

岱

@

2
1
0
1
)
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。



験試用採貝職市

広報おおむら 平成 4年 9月号

試験職種 受 E食 資 格

行 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和41年4月2日から昭和46年4月1日までに生まれた人

一般事務 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和46年4月2日から昭和50年4月1日までに生まれた人

文化財研究員
学校教育法による四年制大学を卒業した人(平成 5年 3月31日までに卒業見込みの人を含む)で、考

古学を専攻若しくは同程度の知識を有し、昭和41年4月2日から昭和46年4月1日までに生まれた人

土 木 大学卒業程度の学力を有し、昭和41年4月2日から昭和46年4月1日までに生まれた人

初級土木 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和46年4月2日から昭和50年4月1日までに生まれた人

建 築
学校教育法による四年制大学(工学部建築学科)を卒業した人(平成 5年 3月31日までに卒業見込み

の人を含む)で昭和41年4月2日から昭和46年4月1日までに生まれた人

薬 到l 師
薬剤師法による厚生大臣の薬剤師免許を有する人(平成 5年 4月に行われる予定の国家試験に合格し、

免許取得見込みの人を含む)で昭和41年4月2日以降に生まれた人

助 産 婦
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の助産婦免許を有する人(平成 5年 3月に行われる予定の国家

試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和38年4月2日以降に生まれた女子

看護婦(士)
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免許を有する人(平成 5年 3月に行われる予定

の国家試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和43年4月2日以降に生まれた人

幼稚園教員
教職員免許法による幼稚園教諭普通免許状を有する人(平成 5年3月31日までに取得見込みの人を含

む)で昭和44年 4月2日以降に生まれた人

木工技術員
学歴は問わないが、職業訓練法による労働大臣の家具製作または建具製作の一級技能検定に合格した

人で昭和35年4月2日以降に生まれた男子

学歴は問わないが、調理師法による都道府県知事の調理師免許を有する人(調理師法による厚生大臣

調 E里 員 の指定する調理師養成施設を平成 5年 3月31日までに卒業し、免許取得見込みの人を含む)で昭和43

年4月2日から昭和50年4月1日までに生まれた人

最終学歴が学校教育法による中学校もしくは高等学校卒業の人(平成 5年 3月31日までに高等学校卒

清掃現業員 業見込みの人を含む)で高等学校卒業程度の学力を有し、昭和46年4月2日から昭和50年4月1日ま

てやに生まれた男子

10月25日(日)

所定の申込用紙(人事課または、各出張所

にあります)に記入の上応募してください

人事課人事係 (ft53-4111内線270-272)

第一次試験

応募方法

市内に住んでいる人または、採用後住むこ

とができる人

各職種とも若干名

9月 1日ω-30日体)

採用の条件

採用人員

申込期間

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
収
集
し
ま
す

③
ビ

ニ
ー
ル
と
ポ
リ
は
分
け
て
収

集
し
ま
す
。

④
、
』
ん
包
重
量
は
m
l
初
旬
程
度

と
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
3
か

所
を
空
間
が
生
じ
な
い
よ
う
に

こ
ん
包
す
る
。

問い合わせ

農
家
の
皆
さ
ん
、
農
業
用
廃
ビ

ニ
ー
ル
類
は
適
正
に
処
理
し
て
い

ま
す
か
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
廃

ビ
ニ
ー
ル
の
収
集
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

期
日

9
月
7
日
何

・
8
日

ω

収
集
時
間
・

9
月
7
日
側
、
午

後
1
時
1
5
時

-
9
月
8
日

ω、
午
前
8
時

ω分
野

菜

栽

培

等
に
使
用
し
た
ピ
ニ

ー
正
午

l
ル
類
は
、
法
律
で

『
産
業
廃
棄

収
集
場
所
大
村
市
農

協

み

か

ん

物

』
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

選

果

場

産

業

廃

棄

物

は

、

使

用

し

た

人

負
担
金

1
同
当

た

り

4

円

自

ら

の

責
任
で
正
し
く
処
理
し
な

注

意

事

項

け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

①
使
用
中
の
ビ
ニ
ー
ル
を
撤
去
す
い
ま
す
。
み
だ
り
に
廃
棄
す
る
こ

る
場
合
は
日
を
選
び
、
乾
燥
さ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

せ
て
土
砂
を
付
着
さ
せ
な
い
。

の
で
、
絶
対
に
棄
て
な
い
よ
う
に

②
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
中
に
作
物
の
お
願
い
し
ま
す
。

残
り
、
竹
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
、
問
い
合
わ
せ
農
林
水
産
課
農
政

水
な
ど
を
混
入
さ
せ
な
い
。

係
(
内
線
2
5
5
)

ヤ
寺
v制

93申90申63蜘9
9す
+
寺
寺
、
守
す
令
ヘ
ジ栴争、
守
占蜘O
J

マ
+
寺
、
令
寺
中備中、
す
す
や

や

や

や

の

件

長

。

全

。
の

フ

。

多

ま

品。

品。

宇

ヲ

で

u

(

す

安

い

倒

全

う

が

け

や

や

ー

ま

で

生

ま

し

さ

転

安

よ

人

避

)

争

中

:
4刈

月

内

発

い

意

だ

・

で

し

の

は

係

。時。

。や

か

し

4

管

、

が

て

注

く

落

の

ま

者

理

政

争

キ

皮

C

~
州

故

し

に

て

転

い

し

齢

無

農

+

。中

川
町
唖
〆

月

九

事

)

点

め

の

多

着

高

。

謀

。中。

キ

蓮
寺

L

1
、

亡

件

の

努

一
が

装

に

す

産

や

や

睦
恭
訟
均

年

に

死

3

次

に

タ

故

を

特

で

。

水

や

や

巨

一

引

4

開

業

は

、

業

ク

事

ム

は

う

う

林

キ

キ

羽
小

44J

成

月

作

で

に

作

ラ

亡

一

年

よ

よ

農

や

や

陣
属

平

か

農

県

特

農

ト

死

レ

本

い

し

(

争

中

J

4

の

崎

な

①

②

や

や

や

十
十
や
や
令
+
+
+
9申告寺ふoc申o
c?
、す
す
す
ず
令
品
へ、
+
+
+
o哨P
寺
中
、
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廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

処
理
に
つ
い
て
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健
康
・
奉
仕
・
友
愛
を

目

標

に
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中

井

政

次

さ

ん

(
力
歳
・
上
諏
訪
町
)

一
段
巴

全
神
経
を
集
中

1
ボ
ウ
リ
ン
グ
ー

川
浪
多
喜
子
さ
ん

(
臼
歳
・
富
の
原
ぺ
|
丁
目
)

江上さん家族(宮代町)

なかよし家族

広報おおむら平成 4年 9月号

右
か
ら
信
雄
さ
ん
側
、
奈
津
紀
ち
ゃ
ん
側
、
和
子
さ
ん
m
側、

九
州
男
さ
ん
側
、
真
弓
ち
ゃ
ん
側
、
ヒ
ロ
子
さ
ん
側

キ
ク
さ
ん
側、

市
内
に
は
%
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
約
5
8
0
0
人
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
井
さ
ん
は
上

諏
訪
寿
会
、
西
大
村
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
そ
し
て
、
大
村
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
(
市
老
連
)
の
会
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
老
連
の
活
動
は
活
発
で
、

ロ

ー
ン
ボ
ウ
ル
ス
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
趣

味
を
生
か
し
た
老
人
作
品
展
、
除

草
や
空
缶
回
収
な
ど
に
よ
る
社
会

奉
仕
、
現
在
3
年
連
続
V
達
成
中

の
県
い
き
い
き
長
寿
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
老
人
福
祉
大
会
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
、
交
通
安
全
指
導
な
ど
、
い

ろ
ん
な
事
業
の
取
り
組
み
を
な
さ

右
手
親
指
と
中
指
に
で
き
て
い

る
タ
コ
は
、
ロ
・

5
ポ
ン
ド
の
ボ

ー
ル
に
向
け
る
情
熱
が
う
か
が
え

ま
す
。
誰
で
も
楽
し
め
る
健
康
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
見
直
さ
れ
、
人
気
が
高

ま
っ
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
川
浪

さ
ん
は
、
健
康
の
た
め
に
と
学
校

を
退
職
し
た
叩
年
前
か
ら
始
め
ら

れ
、
今
で
は
生
活
の

一
部
の
よ
う

に
な
っ
て
お
ら
れ
る
、
今
年
か
ら

J
B
C
(
日
本
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
)

に
所
属
、
練
習
を
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
自
分
と
の
闘
い

の
ス
ポ
ー
ツ
。
日
本
の
ピ
ン
を
目

が
け
、

一
投

一
投
に
全
神
経
を
集

わ
た
し
の
家
は
7
人
家
ぞ
く
で

す。
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
そ

し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
い
ち
ご
と
み
か
ん
を
作

っ
て
い
ま
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

mm
才

で
元
気
で
す
。
き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ

ん
に
ま
け
な
い
よ
う
に
長
生
き
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
い
も
う
と
と
、
と

き
ど
き
け
ん
か
を
し
ま
す
け
ど
な

か
よ
く
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
な
か
よ
く
し
て
い

き
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
(
な
っ
き
)

れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
区
で
は
健
康
づ
く

り
の
た
め
ゲ

I
ト
ボ

l
ル
、
ロ
ー

ン
ポ

l
ル
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
、
早
朝
か
ら
元
気
な
声
が
響
い

て
い
ま
す
。

現
在
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
任
意
団
体
で
あ
り
、
組
織
体
制

の
確
立
が
急
が
れ
て
い
る
。
市
老

連
で
は
、
こ
の
法
人
化
に
向
け
各

ク
ラ
ブ
に
基
金
の
拠
出
を
願
う
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
井
さ
ん
は
、
健
康
づ
く
り
、

奉
仕
、
友
愛
の
3
大
運
動
を
目
標

に
掲
げ
、
生
き
が
い
の
あ
る
、
そ

し
て
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
達
成

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

- 10 -

楽しい英会話教室

中
さ
せ
ま
す
。
1
回
に
3
1
4
ゲ

ー
ム
の
練
習
、
試
合
で
初
ゲ
l
ム

も
投
げ
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
川

浪
さ
ん
の
練
習
を
拝
見
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
ア
ベ
レ
ー
ジ
は

か
な
り
高
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
退
職
後
開
設
さ
れ
た
学

習
塾
は
生
き
が
い
の
一
つ
。
子
供

の
中
に
は
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
た
子

も
い
る
が
、
厳
し
き
の
中
に
愛
情

を
持
っ
て
接
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

生
き
が
い
の
塾
、
健
康
づ
く
り

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
、
楽
し
い
人
生

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
て
い
る
川
浪

さ
ん
。
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

み
ん
な
と
て
も
楽
し
く
学
ん
で
い

ま
す
(
写
真
の
講
師
は
、
夏
休
み

期
間
中
来
て
い
た
だ
い
た
同
大
学

の
ブ
ル

l
ベ
イ
カ
l
先
生
)
。

皆
さ
ん
も
、
最
近
、
街
で
外
国

人
を
見
か
け
る
こ
と
や
、
海
外
旅

行
へ
行
く
機
会
が
増
え
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ク
ラ

ス
で
は
、
英
語
を
話
す
力
だ
け
で

な
く
(
そ
れ
以
上
に
?
)
英
語
を

恐
れ
な
い
と
い
う
度
胸
も
養
え
る

と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
英
会
話
に
興
味
の
あ
ら

れ
る
人
は
、
ぜ
ひ

一
度
、
勤
労
青

少
年
ホ

l
ム
へ
お
友
達
も
誘
っ
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(宮

@
1
3
5
3
)

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
平
成
2

年
日
月
よ
り
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

主
催
で
始
ま
っ
た
講
座
終
了
後
、

自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
、

現
在
、
毎
週
水
曜
日
(
祭
日
は
除

く
)
午
後
7
時
1

8
時
印
分
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
短
期

大
学
の
ロ
メ
ロ
先
生
で
、
日
本
語

(
方
言
も
)
が
と
て
も
上
手
で
、

4 " l) 

〆
l
i
‘、

同一・之ちら自由席目白園

松
本
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
イ
パ
・
ラ
フ
ナ
さ
ん

大村高校で授業を受け持つ米国英語指導

助手のイノf・ラフナさん (26) が8月6日、

松本市長を表敬訪問されました。

9月から来年 8月まで、大村高校のほか

西大村中学校、教育センターでも英語を指

導されます。

母親が日本人て三歳まで沖縄におり渡米、

フロリダ州立大大学院を卒業後、中学の教

師を経て来日されたものです。

ラフナさんは、日本語をマスターすると

ともに、お花や茶道を身につけたいと話さ

れました。

(
8
/
6
・
市
役
所
)

大村高で英語指導

8 

伝
染
し
た
患
者
は
人
里
は
な
れ

た
山
奥
に
運
ば
れ
、
雨
露
を
し
の

「
だ
け
の
組
末
な
小
屋
の
中
に
布

団
を
敷
い
て
、
食
糧
を
与
え
、
放

っ
て
お
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め

ω人
余
り
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

後
に
、
天
然
虚
の
患
者
が
救
わ

れ
る
の
は
、
長
与
俊
達
に
よ
っ
て

古
田
山
の
種
痘
所
が
開
か
れ
て
か

ら
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
癌
痛
の
根
絶
の
も

と
に
な
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
入
っ
て
き
た
牛
痘
ワ
ク
チ
ン
て

大
村
藩
が
日
本
で
初
め
て
こ
の
ワ

ク
チ
ン
を
使
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
然
痘
が
終
わ
っ
た
時
に
、
こ
の
村
の

人
々
は
金
銭
を
出
し
合
っ
て
、
慰
霊
の
た

め
に
霊
魂
塚
を
建
立
し
ま
し
た
。
今
で
も

線
香
や
花
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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花や線香が絶えない霊魂塚(田下町)

い法そや
へもの回た元
んな頃下E文
恐くはに 3
れ伝抱守天年
ら染靖雪然?
れしと痘土
てや呼が L
いすば大 2
まかれ流と
しって行・
たた、し現
。の治ま在
で療しの
のた宮毛
た方。代主



麻
し
ん
(
は
し
か
)

ω 

予
防
接
種
を
受
げ
ま
し
ょ
う

該
当
す
る
幼
児
生
後
回
か
月
l
η
か
月

ま
で
の
幼
児
で
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
者
実
施
期
間

9
月
1
日
ω
1
3
月
白
日
附

指
定
医
院

田
川
小
児
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、

野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須
田
小
児
科
医

はしかは
恐ろしい病気です

院料

金

無

料

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
指
定
さ
れ

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

はしかは、だれでも一度はかかる病気であり、

かかってしまうと強い免疫ができて、 一生涯再

びかかることはありません。

はしかという病気は軽〈見られる傾向があり

ますが、肺炎をおこしたり、脳炎を併発するこ

ともあり、現在でも油断できない重い乳幼児の

病気です。県内でも、はしかでの死亡例が数件

報告されています。

ほかの重い伝染病がなくなった現在では、は

しかは子供にとって一番重い病気になりました。

ワクチンで予防すべき病気になったのです。

一回の接種で95%以上の人が免疫を得ることが

できます。 一度はしかにかかると、二度とはし

かにかからないのと同様に、ワクチンの一回接

種によって免疫ができた場合は、一生涯はしか

にかからずにすみます。

予防接種て¥恐ろしいはしかを防ぎましょう .1

( 

，( 

E
一
包
窟
曾
(
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)

予
防
母
富
由
民
回
申

子
ど
も
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
年
聞
を
通
じ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

接
種
の
時
期
と
受
け
方

.
第
1
期
:
・
生
後
3
か
月
l
必

か
月
の
聞
に
、

3
1
8
週
間
の

間
隔
で
3
回
接
種
し
ま
す
。

・
第
2
期
:
・
第
1
期
が
終
っ
て

か
ら
、

1
年
1

1
年
半
の
聞
に

1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
接
種
目
な
ど
、

ご
予
約
の
上
接
種
し
て
く
だ
さ

料
金

※
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接種できる医院

医 院 名 住 所

寺 井 医 F完 玖島 1丁目

キ公 尾 医 院 玖島 1丁目

田川小児医院 東 本 岡I

近 藤 医 院 東 本 岡I

出口小児科医院 諏訪 3丁目

与那城医院 池田新町

野口内科こども医院 西大村本町

須田小児科医院 植松 3丁目

桝本産婦人科内科医院 大川田町

牧 山 医 F完 宮小路 2丁目

無
料

結
核
は
わ
が
国
最
大
の
伝
染
病
/

ー
結
核
予
防
週
間
9
月

μ
日
i
初
日

l

(
生
後
3
ヶ
月
以
上
た
っ
た
ら
、
な
る
べ

く
早
く
)
に
予
防
接
種

(
B
C
G
)
を
受

け
る
こ
と
。
そ
れ
と
、
市
町
村
や
職
場
で

実
施
し
て
い
る
結
核
検
診
(
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
)
を
年
に

1
度
は
必
ず
受
診
す

る

こ

と

で

す

。

(

大

村

保

健

所

)

結
核
は
、
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
で
も
わ
が
国
最
大
の
伝
染
病
で
す
。

平
成
2
年
中
に
長
崎
県
で
白
人
、
全
国

で
3
、
6
5
9
人
の
人
が
結
核
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
2
年
中
に
新

し
く
結
核
で
発
見
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
、

長
崎
県
で
7
7
5
人
、
全
国
で
な
ん
と

5
万
1
、
8
2
1
人
で
す
。

結
核
の
予
防
に
は
、
子
供
の
早
い
時
期

( 

健康子レホふサービス
ft23-4646または企0958-26 -5511 
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月の9 

月 心臓弁膜症

火 変形性脊椎症

水 子どものなかなか治らない咳

7 マ
木 聴力検査

金 痛くない歯科治療-歯の麻酔について

土-日 やせすぎと無月経

-ところ

ι 



福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

心
身
障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・
未
婚
の

女
子
・
寡
男
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
限
が

9
月
初
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

該
当
者
に
つ
い
て
は
通
知
書
を
発
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

.
印
鑑
・
健
康
保
険
証
・
現
在
使
用
中

金

婚

式

11を該
警贈当
子呈者
?しヘ
♀ま記
里す愈
z 晶

広報おおむら 平成 4年 9月号

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

長
年
、
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
社
会
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
で
大
村
市
に

1

年
以
上
居
住
す
る
夫
婦
で
、
婚
姻
(
戸
籍

に
記
載
さ
れ
た
日
)
か
ら
満
印
年
を
迎
え

ら
れ
た
夫
婦
。

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
同
年
9
月
凶
日
か

ら
昭
和
口
年
9
月
日
日
ま
で
。

申

請

方

法

該
当
す
る
人
は
申
請
書
に
戸

籍
謄
本
を
添
え
て
、
福
祉
課
老
人
福
祉
係

の
受
給
資
格
者
証
・
通
知
の
ハ
ガ
キ
・
障

害
者
医
療
の
該
当
者
は
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
・
今
年
1
月
2
日
以
降

に
転
入
し
た
人
、
扶
養
義
務
者
が
市
外
に

在
住
の
人
は
所
得
証
明
主
R

課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
が
詳
細
は
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

福
祉
課
で
9
月
3
日
よ
り
手
続
き
が
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
9
月
四
日
働

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
老
人
福
祉
係

長
寿
を
祝
っ
て

敬
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に

1

年
以
上
居
住
し
て
い
る

η
歳
以
上
の
人

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

5
5
)
 

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1

程

月 日 場 所

9月16日嗣 市役所

9月17日(桝 西(中大地村区出公張民所館)

9月18日栓) 竹松・萱瀬各・松出原張所

9月21日(月) 福重・ =j甫各・鈴出田張所

日新更

昨年の金婚祝賀記念品贈呈式より

祝
金
の
額
次
の
通
り
支
給
し
ま
す

・η歳
i
乃
歳

1
3
、

0
0
0
円

-
m歳
1
約
歳
1
5
、

0
0
0
円

・

ω歳
以
上

1
8
、
0
0
0
円

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
県
の
敬
老
金
も

贈
ら
れ
ま
す
。

程

日 7 場 所月

三浦・鈴田・萱瀬・
9月9日(水)

福重・松原各出張所

市役所、西大村・
9月10日(木)

竹松各出張所

市役所
9月11日(金)

西大村出張所

日ロ王員普※
該
当
す
る
人
に
は
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
日
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

戦
後
強
制
抑
留
者
応

対
す
る
慰
労
昂
の

請
求
は
し
ま
し
た
か

午前 9時30分~午後4時

戦
後
、
旧
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
国
で
強
制

抑
留
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
に
、

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
と
銀
杯
が
贈
呈
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
軍
人
・
軍
属
の
年
金
恩
給

や
、
公
務
員
の
共
済
年
金
を
も
ら
っ
て
い

な
い
方
に
は
さ
ら
に
叩
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

請
求
期
限
は
平
成
5
年
3
月
訂
日
ま
で

で
す
。
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
類
は
福
祉
課
福
祉
係
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

5
6
)
 

時間

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1

被
爆
者
健
康
診
断
を

行
い
ま
す

対
象
者
被
爆
者
健
康
子
帳
、
健
康
診
断

受
診
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

申
込
時
間
・
午
前
日
時
1
日
時

・
午
後
1
時
1
2
時
初
分

問
い
合
わ
せ
大
村
保
健
所
ま
た
は
福
祉

課
福
祉
係
(
内
線
1
5
6
)

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
回

ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た
は

が
ん
検
診
を
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
、

市
立
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5ヲイoll~ C::::J [t>ナー
患感冒E

9田宮~Qク⑪号

目
の
不
自
由
な
人
の
為
に
、
あ
な
た
の

声
を
役
立
て
る
朗
読
奉
仕
や
、
点
字
、
ア

イ
・
ヘ
ル
プ
を
行
う
ア
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
養

成
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
?

今
ま
で
と
違
っ
た
自
分
に
出
会
え
ま
す

レ
品
。

期
間

9
月
日
日
働
i
日
月
幻
日
働
、
毎

週
金
曜
日
(
全
ロ
回
)
、
午
前
叩
時
l
ロ
時

申
込
先
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西

つ
一
城
町

8
番
地
宮
(⑪
1
3
5
1
)

原爆被爆者一般健康診断実施日程

日 手呈 実施場所 対象地区

9月1日(刈 福祉センター 西大村、萱瀬

9月2日(水) 中地区公民館 西大村

9月3日(柑 市コミセン 三浦、鈴田、大村

9月4日(針 市コミセン 大村

9月5日(士)、6日(日)、7日(月) イ木 み

9月8日(刈 福祉センター 大村

9月9日(水) 竹松出張所 竹松

9月10日(村 竹松出張所 福重、松原

一 l3



同ETJ
思
窓一
休口み
業時
務
聞ののお
知
ら
せ

市
民
課
に
お
け
る
昼
休
み
時
間

の
窓
口
は
、
次
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
戸
籍
謄
(
抄
)
本
の
交
付
②
住

民
票
の
写
し
等
の
交
付
③
印
鑑
登

録
お
よ
び
証
明
書
の
交
付
④
転
入

.
転
出
・
転
居
届
書
の
受
け
付
け

⑤
出
生
・
死
亡
届
書
の
受
け
付
け

出
張
所
で
の
受
付
業
務

-
戸
籍
謄
(
抄
)
本
の
交
付
・
住

民
票
の
写
し
等
の
交
付
・
印
鑑
登

-Z4事費ifEヰ・

ミュージカル

「おれたちは
天使じゃない」
二入場券発売中=

文
化
庁
が
派
遣
す
る
優
れ
た
舞

台
芸
術
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
昭
和
羽
年
に
初

演
さ
れ
そ
の
後
昭
和
白
年
に
、
い

ず
み
た
く
が
創
立
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
フ
ォ

l
リ
l
ズ
に
よ
っ

録
証
明
書
の
交
付
・
転
入
・
転
出
・

転
居
届
書
の
受
け
付
け

郵
便
請
求
に
よ
る
受
け
付
け

都
合
に
よ
り
来
庁
で
き
な
い
人

は
郵
便
請
求
も
で
き
ま
す
(
返
信

用
封
筒
、
小
為
替
が
必
要
)

電
話
予
約
に
よ
る
受
け
付
け

平
常
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
は
、

金
曜
日
ま
で
に
電
話
予
約
を
し
て

閉
庁
の
土
曜
日
・
日
曜
日
に
交
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

て
再
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ず
み
た
く
の
テ

l
マ
音
楽

4
異
の
な
い
天
使
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
歌
か
今
・
今
・
今
。
は
、

美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
力
強
い
感

動
的
な
名
曲
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

あ
ら
す
じ

3
人
の
脱
獄
囚
が
、
心
中
を
は

か
つ
て
い
た
父
娘
を
助
け
て
し
ま

い
ま
す
。

父
娘
を
心
中
に
追
い
込
ん
だ
義

兄
と
息
子
を
や
っ
つ
け
た
3
人
の

脱
獄
囚
は
自
分
た
ち
を
『
天
使
』

だ
と
思
い
込
む
知
恵
お
く
れ
の
娘

の
純
心
さ
に
、
し
だ
い
に
心
を
動

か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

日
時
叩
月
四
日
側
、

午
後
6
時

初
分
開
演

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
員
の
請
求
に
よ
る
住
民
票
の
写

し
お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
の
み
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

場
所
市
民
会
館

出
演
団
体
劇
団
フ
ォ

l
リ
l
ズ

出
演
者

二
見
忠
男
・
大
宮
悌
二
・

河
崎
保
は
か

入
場
料
指
定
席
4
、

0
0
0
円

(
当
日
4
、
3
0
0
円)、

一
般
自

由
席
3
、
5
0
0
円
(
当
日
3
、

8
0
0
円
)
、
小
・
中
高
生
1
、

5

0
0
円
(
当
日
1
、

6
0
0
円
)

前
売
券
発
売
所
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ

商
会
、
エ
ム
ズ
・
モ
リ
タ
ケ
、
原

田
楽
器
大
村
庖
・
諌
早
庄
、
長
崎

童
日
庖
、
大
村
浜
屋
1
階
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
和
風
れ
す
と
ら
ん
浜
田
、

商
工
会
議
所
、
市
コ
ミ
セ
ン
、
中

地
区
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
各

出
張
所
、
西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン
、

市
役
所
受
付
、
社
会
教
育
課

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

雲仙・普賢岳噴火災害義援金
ありがとうございました

(8月7日現在)

惨片町ぎおん祭実行委員会(婦人部)

=50，130円

毎
月
第

2
土
曜
日
は

子
ど
も
映
画
会
を

開
き
ま
す

大村子ども劇場

かぎ(#I\~ん1Iうけんめ島ヘ
青い森

かぎばあさんと

子どもたちが無人

島で力をあわせて

生活してし、〈姿を

耳大とおどりて、、ファ

ンタジックに盛り

あげた舞台劇。 司、
9月268，之、18:30.-...-20:15 
市民会館

入場料会費でまかないます。

※当日入会も 受け付けます。

連絡先大村子ども劇場事務局 (n@7063

吉田)

14 -

劇団

市
コ
ミ
セ
ン
、
中
地
区
公

市
コ
ミ
セ
ン
(
中
央
公
民
館
)

お
よ
ひ
中
地
区
公
民
館
で
は
、
毎

月
第
2
土
曜
日
に
子
ど
も
映
画
会

を
聞
き
ま
す
。

期
日
毎
月
第
2
土
曜
日
(
祝
、

祭
日
を
除
く
)

時
間
午
前
日
時
1
日
時

場
所
民
館
参

加

費

無

料

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

⑪
3
1
6
1
)
お
よ
び
中
地
区
公

民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

へ

-ランボーのなみだ(アニメ15分〉

・アリパパと40人のとうぞく(戸ニメ13分〉

・金のがちょう(戸二メ25分〉

市 コ ミセン

西大村コミセン

-せん水艦に恋をしたクジラの話(戸ニメ15分)

・卜ム・ソーヤの冒険(戸二メ27分〉

・うかれバイオリン(戸二メ20分〉

|9月12同中地区公民館¥1ル



塵
芥
収
集
車
を
公
売

物
件
①
塵
芥
収
集
車

-
m年
式
三
菱
:
・
軽
油
車

②
塵
芥
収
集
車

-
四
年
式
ト
ヨ
タ
:
・
軽
油
車

入
札
9
月
刊
日
側
、
午
後
2
時

入
札
場
所
市
清
掃
課
(
森
園
町
)

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
見
積
額
の
間

分
の
5
以
上
の
現
金

代
金
納
入
方
法
即
納

そ
の
他
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課
用
度
係

電
話
加
入
権
を
公
売

広報おおむら平成 4年 9月号

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
9
月
お
日
樹
、
午
後
1
時

初
分
場

所

市

役

所

第

一
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

(
内
線
1
2
6
・
1
2
7
)

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
高
等
学
校
卒
業
程
度

1

①
海
上
保
安
大
学
校
学
生

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
人

②
海
上
保
安
学
校
学
生
(
船
舶
運

航
シ
ス
テ
ム
・
情
報
シ
ス
テ
ム
・

海
洋
科
学
)

資
格
昭
和
叫
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
人

③
気
象
大
学
校
学
生

資
格
昭
和
幻
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
人

申
込
期
聞
い
ず
れ
も
9
月
3
日

制
l
M
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

①
②
は
長
崎
海
上
保
安
部

(
2

0
9
5
8
@
5
1
3
3
)
ま
た
は

佐
世
保
海
上
保
安
部
(
8
0
9
5

6
⑪
4
8
4
2
)

へ

③
は
福
岡
管
区
気
象
台
(
8
0
9

2
・
7
4
1
・
0
6
3
1
)

へ

県
発
明
創
意
工
夫

コ
ン
ク
ー
ル

募
集
作
品

・
一
般
発
明
考
案
、
創
意
工
夫
に

関
し
、
未
公
開
の
も
の
。

-
日
常
生
活
上
有
益
な
ア
イ
デ
ア

に
関
し
、
未
公
開
な
も
の
。

応
募
資
格
県
内
在
住
の
同
歳
以

上
の
人

応
募
方
法
応
募
用
紙
に
記
入
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
応

募
用
紙
の
郵
送
ご
希
望
の
人
は
、

m
円
切
手
を
同
封
し
請
求
し
て
く

だ
さ
い
)

応
募
期
間
9
月
1
日

ω
l幻
日

目発
表
日
月
中
旬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
干
鰯

池
田
2
丁
目
1
3
0
3
1
8
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
内
包
@
1
1
4
4

F
A
X
@
1
1
4
5
)
 

社
会
人
向
け

英
会
話
教
室

期

間

平

成

5
年
2
月
ま
で
、
毎

週
月
曜
・
水
曜
(
祭
日
、
冬
・
春

休
み
期
間
中
は
除
き
ま
す
)

時
間
初
級
・
:
午
後
6
時
1
7
時
、

中
級
・
・
・
午
後
7
時
1
8
時

場
所
向
陽
高
校

主
催
お
よ
び
講
師

・
チ
ャ

ッ
ド

・
デ
ュ
ポ
ン
ト
氏

・
ジ
ョ
ン
・
ア

l
ン
ト
ソ
ン
氏

受
講
料

各
出
席
日
に
1
0
0
0

円
、
(
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
)

問
い
合
わ
せ
向
陽
学

園

(
宮
@

3
2
1
0
)
 

行
政
書
士
試
験

試

験

日

刊

月
お
日
目

場

所

県

立

女
子
短
期
大
学
(
長

崎
市
)
、
県
北
会
館
(
佐
世
保
市
)

申
込
期
間
9
月
1
日

ω
l
m日

働申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
総
務
部
総
務
学
事
課
法
規
係

(
干
制
長
崎
市
江
戸
町
2
1
日

2

0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
(
全
類
)
、
丙
種

試
験
日
時

日
月
8
日
側
、
午
前
日
時

願
書
申
請
期
間

9
月
7
日
側
1
m
日
働
(
願
書

は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま
す
)

詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
宮

@

4
1
3
8
)
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

rさくら荘』敬老の日
記念演芸大会

市制50周年記念

大村少年合唱団
発表会

皆さん多数のご来場をお待ちしています。

9月12日(士)、午前10時30分~

福祉センター 2階集会室

日目寺

場所

題人倍園恩京禽
9月10日同-12日(士)

午前 9時~午後4時

会場福祉センタ一大会議室

展示品 手芸、工芸、書道、絵画、盆栽など

主催大村市老連

皆さん多数のご来場をお待ちしています。

日目寺

日時 9月 6日(日)、午後 2時

開演(午後 1時30分間場)

場所市民会館

プログラム組曲「海を渡る

少年たち」はか、合唱ミュー

ジ、カノレなど

入場料 500円(チケットは、

大村浜屋、森竹電器居、 コミ

セン利用グノレープて耳又り扱っ

ています)

※詳しくは (fi@2303)富永へ

竹
松
駐
屯
地
創
立
羽
一
周
年
」
念
行
事

第
ア
高
射
特
科
郡
創
隊
旬
周
年
-

日
時
9
月
幻
日
側
、
午
前
日
時

場
所
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地

内
容
・
記
念
式
典
・
催
し
物
広

場
・
ラ
グ
ビ
ー
交
流
試
合
な
ど

。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
募
集
中
グ

・
小
学
生
の
部
:
:
1
1
3
年
生
は

1
畑
、
4
1
6
年
生
は
2
M

-
高
校
生

一
般
の
部
(
男
女
)
:
:
高

校
生
以
下
は
5
岡
、
高
校
生
以
上

ま
O

M

※
参
加
者
に
は
、
弁
当
試
食
会
、

ジ
ュ
ー
ス
飲
み
放
題
/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
竹
松

部
隊
広
報
室
(
宮
@
3
1
4
1
岩

下
)
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市
制
施
行
日
周
年
記
念

大
村
の
時
代
展

市
制
施
行
印
周
年
を
記
念
し
て
、

歴
史
の
町
・
お
お
む
ら
に
ふ
さ
わ

し
く
、
「
大
村
の
時
代
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

出
品
物
の
中
に
は
、

N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
「
信
長
」
の
時
代
に
、

日
本
で
作
ら
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡

っ
た
南
蛮
漆
器
や
、
種
子
島
銃
、

初
期
洋
風
画
な
ど
、
九
州
で
は
あ

ご利用

ください

南蛮扉風

ま
り
公
開
さ
れ
た
事
の
な
い
、

貴

重
な
美
術
品
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

主
な
出
品
予
定
物
富
の
原
出
土

鉄
℃
、
大
村
純
忠
書
状
、
グ
l
テ

l
ベ
ル
ク
式
印
刷
機
、
大
名
道
具
、

大
村
の
焼
き
物
、
明
治
維
新
関
係

資
料
な
ど

会
場

市
立
史
料
館
(
図
書
館
2

階
)
会

期

日

月

3
日
出
1
お
日
制

開
館
時
間
午
前
9
時
1
午
後
6

時
(
入
場
は
5
時
初
分
ま
で
)

入
場
無
料
・
会
期
中
無
休

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

テ
ー
マ
幻
世
紀
成
熟
社
会
へ
の

展
望
「
男
と
女
の
共
同
参
加
」

主
催

長
崎
県
、

三
和
町

高
齢
者
の
た
め
の
相
談
所
を

設
置
し
て
い
ま
す

高
齢
者
を
と
り
ま
く
生
活
上
の

問
題
、
多
様
化
す
る
学
習
の
問
題
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
な

E
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
ま
す
。

設
置
場
所
市
コ
ミ
セ

ン
内
保
育

室

(
1
階
)

相
談
日
時
毎
月
第
2
・

4
木
曜

日
、
午
前
日
時
1
午
後
3
時

相
談
内
容
・
学
習
、
趣
味
活
動

に
関
す
る
こ
と
0

・
社
会
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
こ
と
。

-
生
活
上
の
問
題
に
関
す
る
こ
と
0

・
そ
の
他

相
談
の
方
法
面
接
、
訪
問
、
電

話
、
文
書
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

(
無
料
)

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ

ン
(
幸

町
お
|
お

宮
@

3
1
6
1
)

へ

日
時

9
月
5
日
出
、
午
後
1
時

初
分
1
4
時

会
場

三
和
町
町
民
会
館
(
西
彼

杵
郡
三
和
町
布
巻
宮
0
9
5
8
⑫

1
9
1
9
)
 

育
害
鳥
獣
の
駆
除
を

実
施
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
・
カ
ラ
ス
・
ド
バ
ト

な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防

止
の
た
め
、
銃
器
・
ワ
ナ
に
よ
る

捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

区
域
は
市
内

一
円
で
す
が
、
市

街
地
は
除
き
ま
す
。

期
間

9
月
刊
日
同
1
m
月
9
日

働民
間
航
空
再
開
初
年
記
念

「はかり」の定期検査を行います
取引用・証明用はもれなく

商底、病院、官公庁などで商売や証明などに使用する

「はかり」は、年に 1回検査を受けなければなりません。

検査を受けないで使用すると計量法による罰則(5万

円以下の罰金)がありますのでご注意を/

飛
行
機
無
料
体
験
飛
行
な
ど
多
催

ー
花
文
字
山
な
ど
も
開
放

l

今
年
は
、
民
間
航
空
が
再
開
さ

れ
て

ω年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
「
空
の
日
・
9
月
初
日
」

「空
の
旬
間
9
月
初
日
l
m
日」

が
創
設
さ
れ
、
い
ろ
ん
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

長
崎
空
港
で
も
、
管
制
塔
を
は

じ
め
と
す
る
空
港
施
設
、
花
文
字

山
の
開
放
な
ど
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
初
日
側
、

午
前
日
時

ー
午
後
3
時

場
所

長
崎
空
港
お
よ
び
花
文
字

山行
事
内
容

飛
行
機
展
示
、
管
制

塔
見
学
、
デ

ッ
キ
開
放
、
野
外
ク

イ
ズ
大
会

(
イ
エ
ス
・
ノ

1
ク
イ

ズ
)
、
黒
丸
踊
り
(
出
演
予
定
)、

飛
行
機
無
料
体
験
塔
乗
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
往
復
航
空
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
)
な
ど

問
い
合
わ
せ

県
企
画
部
交
通
政

策
課

(宮

0
9
5
8
⑫
2
3
4
7
)

月 日 場 所 時 間

大村市役所 10 : 30-12 : 00 
9月29日(火)

中地区公民館 13:30-15:00 

9月30自体) 中地区公 民館 10 : 30 -15 : 00 

10月1日(木) 大村市民会館 10 : 30 -15 : 00 

10月6日(火) 竹松出張所 10:30-15:00 

福重出張所 11 : 00 -12 : 00 
10月7日(水)

松原出張所 13 : 00-15 : 00 

二 j甫出張所 10 : 00 -11 : 00 

10月8日(木) 鈴田出張所 11 : 30-12 : 30 

萱 j頼出張所 14 : 00 -15 : 00 

程日査検

市制施行50周年記念

文化講演会

石井ふく子の人生エッ包イ

「心におしゃれを」

お
わ
び
と
訂
正

市
制
印
周
年
記
念
「
市
勢
要
覧
」

を
、
各
家
庭
へ
配
布
い
た
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
・
幻
ペ

l
ジ
中

段
、
董
瀬
町
は
董
瀬
村

-
nぺ
l

持参するもの はかり、印鑑

手数料 200円-1，150円(種類・能力により違います)

問い合わせ 商工観光課

※12 : 00-13 : 00は休みます(鈴田出張所は除きます)

- 16-

日時

分~

場所市民会館

演題 「心におしゃれを」

講師石井ふく子 (TB Sプ

ロデューサー)

入場料無料

問い合わせ社会教育課

9月20日、午後 1時30

ジ
上
段
、

三
城
公
園
は
三
城
城
跡

-
nペ
l
ジ
中
段
、
昭
和
何
年
春

頃
の
本
町
は
昭
和
何
年
春
頃
の
本

町
・
お
ぺ

1
ジ
上
段
、
郡
山
は
郡

岳
の
間
違
い
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



(¥ 

「
ふ
る
さ
と
と
こ
と
ば
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

地
域
に
根
ざ
し
た
言
葉
、
心
に

残
る
ふ
る
さ
と
の
一一
一
口
葉
な
ど
「
ふ

る
さ
と
と
こ
と
ば
」
に
関
す
る
「
作

文
」
「
詩
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
小
・
中
・
高
校
生
、

一
般

応

募

方

法

①
1
人
1
編
。
題
は

自
由
-
作
文
:
・
小
学
生
は
4
0
0
字
原

稿
2
1
3
枚
、
そ
の
ほ
か
は
3

1
5
枚

-
詩
・
・
・
特
に
制
限
は
な
し

②
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
性
別
(
学
校
名
、
学

年
)
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
9
月
初
日
附

応
募
先
小
・
中
・
高
校
生
は
各

学
校
へ
、
一
般
は
県
教
育
庁
総
務

課
(
〒
制
長
崎
市
江
戸
町
2

日
)

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
総
務
課

(
8
0
9
5
8
⑫
7
8
4
3
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

l
mu
月コース
ー

内
容
・
ワ
ー
プ
ロ
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
初
級
)
・
ワ
ー
プ
ロ
(
ユ

ー
カ
ラ

a
r
t
中
級
)
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

(
C
A
D
3
)

・
パ
ソ
コ

ン
実
務
(
財
務
会
計
)
・

c言
語

us--ア
-h'"'キ
b
n
f
スワ
l
ル

受
前
者

広報おおむら平成 4年 9月号

お
か
あ
さ
ん
に
負
け
な
い
楽
し

い
料
理
を
学
び
ま
す
。

期
間
9
月
ロ
日

i
来
年
3
月
日

日
、
毎
月
第
2
土
曜
日
、
午
前
9

時
初
分

1
日
時
初
分
(
叩
月
は
祭

日
の
た
め
除
き
ま
す
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象
・
定
員
中
学
1
1
3
年
生

犯
人
(
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
)

受
講
料
無
料
(
材
料
費
は
、
実

費
で
3
、

0
0
0
円
程
度
)

講
師
諌
早
料
理
学
院

柳
原
淳
先
生

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
講
座
名
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
7
日
刊
必
着

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す。

f 
L 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・

M

S

D

O

S
基
礎
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
リ

レ

l
応
用
)
・
被
覆
ア
l
ク
溶
接

(
学
科
)
・
炭
酸
ガ
ス
ア
1
ク
溶

接
(
学
科
)
・
液
化
石
油
ガ
ス
設

備
士
・
木
工
技
術
(
上
級
)
・
危

険
物
受
験
準
備
講
習
・

c
A
D
山

機
械
C
A
D

申
込
期
間
9
月
1
日

ω
i
m日

口
u申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

長
崎
県
警
察

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
8

マ
ス
コ
ッ
ト

テ
ー
マ
強
く
、
明
る
く
、
親
切

な
長
崎
県
警
察
を
表
す
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 3 3K-3DK 7，600 -17 ， 000 

1 干重 i也 田 2 3DK 15，500 

原口アパート 1 3DK 27，200 

2 干重 池田(盲人向) 1 3DK 15，500 

市営住宅入居者

応
募
期
限

有
効
)

応
募
上
の
注
意
・
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
・
マ
ス
コ
ッ
ト
の
意
義
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
・

1
人
何
点
で

も
応
募
で
き
ま
す
が
、
未
発
表
の

も
の
・
規
格
B
5
判

表
彰
本
部
長
表
彰
お
よ
び
副
賞

応
募
先
県
警
察
本
部
警
務
部
広

報
課
(
干
制
長
崎
市
万
才
町

4
1

8
2
0
9
5
8
②
5
1
0
1
)
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、

派
出
所
、
駐
在
所
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

9
月
初
日
嗣

(
消
印

申込期限 9月7日(月)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収.入などに制限があります。

県営住宅入居者

自

衛

官

。
二
等
陸
・
海
・
空
士
(
男
子
)

試試目)申資
験験 込格
場(期
第間来
大 1 年
村田 9 3 
駐) 月月
屯 5 高
地 9 日卒
月(土)予
16 定
日 14者
休)日

。
婦
人
自
衛
官
(
後
期
)

四
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
女

資
格
子申
込
期
限

9
月
初
日
附

試

験

日

月

7
日
附

試
験
場
大
村
商
工
会
議
所
お
よ

び
大
村
駐
屯
地

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(
宮

@
6
2
1
7
)

市内の空き屋住宅が対象です

申込期日 9月14日(月)・ 16日体)・17日(柑

※申込用紙配布は 9月8日(火)-

申し込み・問い合わせ

県住宅供給公社大村事務所

(東本町・歯科技術専門学校前古⑫6825)

※毎週土曜日は休みです。

男
子
・
女
子

(社)長崎県モーターボート競走会職員

(審判員・模査員)

①20歳以上23歳未満て二高卒以上の男子

②視力は裸眼で両眼ともl.0以上

申し込み・問い合わせ 長崎県モーターボート競走会

(玖島 1丁目15-1 ft⑫ 6 1 9 4) 

資格

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資
格
昭
和
叫
年
日
月
日
日

i
ω

年
日
月
日
日
生
ま
れ
の
人

規

定

・

身

長
:
i
7
0
m
以
下

.
体
重
:
・
@
幻
1
日
旬
以
下
@
M
M

l
m
同
以
下
・
視
力
・
:
裸
眼
で
両

眼
と
も
M
以
上

応
募
締
め
切
り
叩
月
お
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

細
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
(
玖
島
1
丁
目
日

|
l
g
@

6
1
9
4
)
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第
辺
国

市
展
作
ロ
∞

部
門
洋
画
・
日
本
画
・
童
日
・
写

真
・
彫
塑
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

出
品
点
数
各
部
門
1
人
2
点
以

内
、
自
作
未
発
表
作
品

手
数
料
一
点
1
、

0
0
0
円

(
高
校
生
は
5
0
0
円
)

申
込
期
間
山
月
5
日
刊
1
日
日

制作
品
搬
入
叩
月
訂
日
出
、
午
前

日
時
1
午
後
1
時
、
市
コ
ミ
セ
ン

作
品
展
覧
会
日
月
1
日
制
1
6

日
働

「
世
留
帆
」
同
人

詩
・
随
筆
・
小
説
・
写
真
・
絵

画
な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
文
芸
誌
を
作
り
ま

し
ょ
う
(
男
女
・
年
齢
を
問
い
ま

せ
ん
)
。

年
会
費

1
万
円

※
第
8
号
は
、
来
春
出
版
予
定

連
絡
先
米
田
(
宮
@
2
4
9
1
)
、

市
立
図
書
館
内
・
森
崎
(
岱
②
2

4
5
7
)
 

昨年の市展より

労
働
通
信
教
育
講
座

受
講
者

企
業
で
は
人
材
育
成
計
画
の
一

環
と
し
て
従
業
員
研
修
に
、
労
働

組
合
で
は
体
系
的
、
基
礎
的
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
活

動
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
l
ス
①
基
本
コ

1
ス
:
約
6

か
月
②
専
門
(
労
働
法
、
労
務
管

理
)
コ

l
ス
:
・
約
5
か
月

受
講
料

1
万
3
、

0
0
0
円

申
込
期
限

9
月
初
日
目

問
い
合
わ
せ
県
労
政
福
祉
課

市制施行50周年記念

クイズでハウステルボス
ご招待必〆

二予想クイズ募集=

「マ号ν3クν~ ト@@C!J@

最飽イ呂3クタa金銭倉骨偏掃肱?

10用9日より刊日にかけて¥参加100

チムを2チムに分けて50時間連続して

50試合行います。

最終イニング数と総合計得点を予想、して

くだ、さい。

申込方法各出張所、市役所受{寸、市内各

スポツ屈にある申込書¥まだはハガキで

住所・氏名・性別・年齢・電話番号を明記

のうえ申し込んでくだ、さい (ハガキの申し

込みは体育課まで〉。

申込期限 9月30日(水)(Lill¥着〉

賞昂 「ハウステンポス」ペア招待券 CJ'¥

スポート+育料施設入場券i寸〉ほか多数

ス
ポ
ー
ツ

第

U
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績

営
聖子 8 
球月
場 1
は日
カ3 カ3

--: G 
d、3
日
中ま パと

主で 一一一 邑i;J.r
古市 (8/1・市営野球場)

夏
期
市
民
テ
ニ
ス

大
会
(
シ
ン
グ
ル
ス
)

期
日
・
9
月
日
日
同
:
・

一
般
男
子
B
・

同
女
子
B

-
9
月
日
日

ω:・
一
般
男
子
A
・

同
女
子
A
・
壮
年

・
9
月
幻
日
側
:
・
予
備
日

※
A
お
よ
び
壮
年
は
県
体
予
選
を

兼
ね
ま
す
。

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

小
学
生
の
部

①
池
田
新
町

②
乾
馬
場

③
竹
松
住
宅
、
上
諏
訪

中
学
生
の
部

①
乾
馬
場

②
若
竹

③
宮
小
路
B
、
古
賀
島

(ボ

l
卜
場
横
)

参
加
資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者
(
高
校
生
除
く
)

参
加
料
1
、

0
0
0
円
(
た
だ

し
協
会
員
8
0
0
円
)

申
込
期
限

9
月
5
日
出
、
午
後

7
時
ま
で

申
込
先
大
村
市
テ
ニ
ス
協
会
・

広
滝
岡
(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6

l
I
E
@
7
6
8
6
)
 

※
参
加
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

注
意
・
・
・
参
加
料
は
不
参
加
の
場
合

で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
申
込

後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
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期
日
刊
月
刊
日
(
体
育
の
日
)

参
加
資
格
市
内
在
住
も
し
く
は

勤
務
し
て
い
る
人

チ
ー
ム
編
成
1
チ
1
ム
7
人
以

内
(
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
)

申
込
期
限

9
月
お
日
働

申
込
先
教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

昨年の交通安全ゲートボール
大会より

チ
ロ
リ
戸
ン
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

山
登
り
、
山
歩
き
が
好
き
な
人

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

例
会
・
正
会
員
・
:
年
数
回
の
山
登
り

・
準
会
員
:
・
毎
月
1
回
近
く
の
山

を
歩
き
ま
す

年
会
費

・
正
会
員
・
:
5
、
0
0
0
円

・
準
会
員
:
・
3
、
0
0
0
円

連
絡
先
平
山
(
宮
@
1
3
1
7
)

4 



市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会

日
時

9
月
日
日
側
、
午
前
日
時

(
受
付
開
始
午
前
9
時
)

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

※
1
チ
i
ム
4
人
以
上
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費
1
人
3
0
0
円
(
当
日

徴
収
)

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
チ
l
ム
名
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
9
月
7
日
側
必
着

申
込
先
大
村
市
中
地
区
公
民
館

(
松
並
1
丁
目
測
I
5

E
⑬
1
3

7
6
)
 

卓
球
選
手
権
大
会

(
兼
県
体
予
選
)

9
月
日
日

ω、
午
前
9
時

日
時
集
合
場
所
市
民
体
育
館

競
技
種
目
中
学
男
子
・
中
学
女

子
・
高
校
男
子
・
高
校
女
子
・

一

般
男
子
・
一
般
女
子

・
壮
年
男
子

(
お
歳
以
上
)
・
壮
年
女
子
(
叩

歳
以
上
)
・
ベ
テ
ラ
ン
男
子
(
印

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

@
香
典
返
し

広報おおむら 平成 4年 9月号

文
化
基
金
へ

V
笹
山
ト
ヨ
子
(
玖
島
3
丁
目
)

叩
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
岩
本
昭
(
陰
平
町
)
5
万
円

V
草
野
実
(
今
村
町
)

5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
岩
切
軍
次
(
植
松
3
丁
目
)

5

万
円
V
尾
村
和
幸

初
万
円

V
森
和
幸

(
杭
出
津
3
丁
目
)

東
本
開I

日
万
円

V
志
田
ハ
ル
(
水
田
町
)

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

V
江
頭
知
子
(
水
田
町
)

叩
万
円

日
万
円

。
一
般
寄
付

市
内
小
・
中
学
校
へ

V
陶
竹
松
運
輸
l
普
賢
岳
写
真
パ

ネ
ル
ロ
万
円
相
当

大
村
中
学
校
へ

V
黒
木
医
院

l
吹
奏
楽
器

ω万
円

相
当
清
和
国
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
清
掃

は
か
慰
問

歳
以
上
)

参
加
資
格
①
中
学
・
高
校
の
部

は
、
市
内
に
在
住
・
在
学
者
に
限

り
ま
す
。

②
一

般
男
女
・
壮
年
男
女
・
ベ
テ

ラ
ン
男
子
の
部
は
、
県
体
予
選
を

兼
ね
ま
す
の
で
、
市
内
在
住
者
に

限
り
、
県
体
当
日
(
日
月
7
日
1

8
日
)
に
出
場
可
能
な
人
の
み
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
料
中
学
3
0
0
円
・
高
校

4
0
0
円
・

一
般
5
0
0
円

申
込
先
朝
長
靖
彦
(
玖
島
2
丁

目
4
0
5
合

@
6
5
3
1
)

締
め
切
り

9
月
5
日
出
必
着

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
飛
鳥
会
館
H
H
ジ
ュ
ー
ス

V
花
王
販
売
鮒
H
H
シ
ャ
ン
プ
ー
は

カ文
化
基
金
へ

V
貞
松
豊
二
郎
(
本
町
)
叩
万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

三
彩
の
里
へ

V
大
村
遊
魚
組
合
l
魚

V
全
磯
連
西
九
州
支
部
竿
舞
会
l

色…V
花
王
販
売
鮒
H
H
石
け
ん
は
か

泉
の
里
へ

V
大
村
市
立
正
佼
成
会

1
供
養

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
下
井
誠
(
黒
丸
町
)
野
菜

( 1 

家
族
7
0
7
レ
イ
ナ
イ
ス
、
ン
ョ
ヮ
ト
グ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ

l
ド
ゴ
砂
フ
教
室

合
成
樹
脂
製
の
羽
根
付
き
ボ
ー

ル
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
を
ボ

ー
ル
に
つ
け
た
よ
う
な
も
の
)
を

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
(
ピ
ッ
チ
ン
グ
ウ

エ
ッ
ジ
)
で
打
つ
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
の

一
種
で
す
。

ゴ
ル
フ
プ
レ
イ
に
経
験
の
あ
る

人
は
も
と
よ
り
、
初
心
者
で
も
す

ん
¥
に
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
ご
夫
婦
で
、
親
子
で
ど
う

ぞ
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
吉
川
継
雄
(
向
木
場
町
)

円V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
水
田
老
人
会
H
H
タ
オ
ル
・
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
ぞ
う
き
ん

V
志
田
ハ
ル
(
水
田
町
)

3
万
円

V
大
村
遊
魚
組
合
H
H
魚

V
片
岡
一
義
(
徳
泉
川
内
町
)
野

菜V
鈴
木
・
和
田
・
好
回
・
平
・
井

手
理
容
院

l
奉
仕

V
薩
摩
キ
ク
エ
(
杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

V
新
城
老
人
ク
ラ
ブ
H
H
タ
オ
ル
・

石
け
ん
・
ぞ
う
き
ん

慈
恵
荘
へ

V
三
根
瑞
江
(
杭
出
津
2
丁
目
)

日
万
円

V
山
本
ハ
タ
(
杭
出
津
1
丁
目
)

1
万

期
日
9
月
刊
日
制
・
日
日
出
・

お
日
嗣

時

間

午

後

7
時
初
分
1
9
時

(
お
日
は
午
前
9
時
加
分
1
)

場
所
市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド
(
幻

日
は
野
岳
湖
周
辺
で
親
善
コ
ン
ペ
)

対
象
高
校
生
以
上

参
加
費
無
料

申
込
先
体
育
課

※
ピ
ッ
チ
ン
グ
ウ
エ
ッ
ジ
を
お
持

ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

1
万
円

V
南
貴
美
悦
(
松
原
2
丁
目
)
野

菜V
田
川
国
男
(
小
川
内
町
)
野
菜

V
新
城
老
人
ク
ラ
ブ

l
ぞ
う
き
ん
・

タ
オ
ル

V
折
鶴
会
l
折
紙
飾
り

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卯

V
前
川
輿
(
宮
小
路
2
丁
目
)
メ

ロ
ン
V
郡
中
学
校
父
兄

1
水
ょ
う
か
ん

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
p

フ
H
H
ま
ん
じ
ゅ

ζ
ノV
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
慰
問

V
大
村
遊
漁
組
合

l
魚

V
郡
中
学
校

1
慰
問

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
藤
ふ
と
ん
百
l
パ
ス
タ
オ
ル

V
天
理
教
婦
人
部
H
H
奉
仕

40 

V
黒
木
医
院
H
H
児
童
図
書

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
H
H
慰
問

光
と
緑
の
園
乳
児
院
へ

V
美
容
室
へ
ア
メ
イ
ク

M
1
理
容

奉
仕
V
黒
木
医
院
l
絵
本

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ

l
慰
問

宝
樹
苑
へ

V
水
田
老
人
会

1
タ
オ
ル
、
石
け

んV
し
ゃ
く
な
げ
会
H
H
1

万
円
、
タ

オ
ル
、
石
け
ん

V
浜
野
鮮
魚
庖
H
H
魚

V
萱
瀬
保
育
園
(
お
遊
戯

)
l
慰

問
叫
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カレジター9月
9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
3期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

1B 乳鈎児健康相談 福重出張所⑧13:30-15 :00 16日 妊婦教室也) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 
(火) (水) ⑮母子健康子帳

2日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 3歳児健康診査 大村保健所
(水) @母子健康子帳 ⑧9 : 30-10 : 00、13:00-13: 30 

17日 ⑨平成元年3月生まれ (63年9月~元年2月生ま
妊婦教室(5) 市役所 9 : 30-13 : 00 

(木) れで、まだ受けていない人も受診してください)

4日 ⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁 ⑮母子健康手帳、問診票

(台 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15: 00 定期巡回献血 市役所 9 : 30-12 : 00 

⑮40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 1歳6か月児健康診査

当番医 18日
市コミセン ⑧13:00-13:30 

6日
(内・小)長 崎 医 院 寿古町 宮@8615 ⑪⑮…11日働と同じ

(日)
(産) 大村中央産婦人科医院水主町2丁目 ft@3850

(台
成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15 : 00 

安産教室 ~ラマース、、法を練習しましょう~ ⑩⑮...4日(命と同じ

ア日
市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 30まで 19日

耳とことばの相談 福祉センター l3:00-15:00 
⑮母子健康手帳、ズボン (土)

(月)
一般健康相談市役所 13: 00 -16 : 00 当番医

⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか 20日 (内・小)松永医院 古町2丁目 宮@2943
(日)

(整) 橋口整形外科医院竹松本町 宮@8739乳幼児健康相談市コミセン
8日

⑧ 9 : 30-11 : 00、13: 30-15 : 00 22巴
乳却児健康相談 鈴田出張所 ⑧ 9:30-11 :00 (火)

⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 (火)

23日
当番医

9日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 
(内・外)渡辺医院松原1丁目 合@8275

(水) ⑮母子健康子帳 (水・祝)
(外・内)原 医 院 宮小路1丁目 ft@8427

10日 機能訓練根気の会 福祉センター集合 24日 機能訓練根気の会 松並ゲートボーノレ場 10: 00 -13 : 00 
(木) ⑮ぶEう狩り 10 : 00-14 : 00 (木) ⑮運動会

4歳6か月児健康診査 市コミセン
27日

当番医
⑧13 : 00-13 : 30 (小)出口小児科医院 諏訪3丁目 E⑫2252 竹日
⑨平成3年2月生まれ(2年9月-3年1月生まれてい、 (日)

(耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 ft@0648 (翁
まだ受けていない人も受診して (ださい) 28日
⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ

(月)
乳鈎児健康相談 コj甫出張所 ③ 9:30-11 :00 

13日
当番医

30日 妊婦教室(4) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 (内情)フジイ胃腸科クリニツク 東本町 宮⑪8686
(日)

(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 宮@4330 (水) ⑧母子健康子帳

15日
当番医 略号の説明 ⑨…対象 ⑧…支け付け ⑮・・・内容

(内・小)与那城医院 池田新町 宮@5575 ⑮…持ってくるもの
(火・祝)

(眼) 楠木眼科医院東二城町 宮⑫2711 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所

宮

間

側

4
1
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1
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式
会
社

編
集
/
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報
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/

;

:
36
1
 
-

1

 

ι) 

人口の動き
市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています

お気軽にご相談ください。 8月1日現在

言十 75.106 
(+28) 

35.918 
(+49) 

39.188 
(-21 ) 

23.461 
(-38) 

)内は前月比

男

女

人口人権相談 ( 3日・木 10: 00-15 : 00) 

行政相談 (10日・木 9: 30 -12 : 00) 

法律相談 (16日・水 10: 00-15 : 00) 
(申し込みが10人になり次第締め切ります)

受通事故相談 (22日・火 10 : 00 -16 : 00) 

年金相談 (24日・木 10: 00 -15 : 00) 

不動産相談 (25日・金 13: 00 -16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

9
月
の
定
例
相
談
日

世帯数

- 20-
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9月の大村ボート (5 日 ~8 日、 12 日 ~16 日優出者選抜戦、
23 日 ~27 日)
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